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シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
、
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う

〇
乗
り
物
盗
の
被
害
防
止

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
や
二
重
ロ
ッ
ク（
自
転
車
） 

を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う

〇
住
宅
対
象
の
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

・
外
出
す
る
際
は
、
少
し
の
時
間
で
も
必

ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う

問
　
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
（
☎

０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
３
０

５
１
　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
７
８
６
６
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新

労
働
保
険
の
保
険
料
は

　
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
単

位
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
、
全

て
の
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
総
額

に
、
事
業
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率

を
乗
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
年
度
ご
と
に
概
算
で
保
険
料
を
納

付
し
、
年
度
末
に
賃
金
総
額
が
確
定
し
た

後
に
精
算
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
事
業
主
は
、
前
年
度
の
保
険

料
を
精
算
す
る
た
め
の
確
定
保
険
料
の
申

告
・
納
付
と
、
新
年
度
の
概
算
保
険
料
を

納
付
す
る
た
め
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き

が
必
要
で
す

手
続
き
方
法
　
所
定
の
申
告
用
紙

※
厚
生
労
働
省
か
ら
５
月
31
日
㈭
ま
で
に

送
付
さ
れ
ま
す

手
続
き
期
限
　
７
月
10
日
㈫

そ
の
他
　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
政
府
が
労

働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、 

さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠

出
金
の
10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
　
群
馬
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
☎

０
２
７
・
８
９
６
・
４
７
３
４
　
FAX

０
２

７
・
８
９
６
・
２
０
９
７
）、
県
内
労
働

基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
、
県
庁

労
働
政
策
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３

４
０
２

　
FAX
０
２
７・
２
２
３・７
５
６
６
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
経
済
的
自
立
の

支
援
や
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
母
子
家
庭
の
母
（
配
偶
者
の
い
な

い
女
性
で
、
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
人
）
、
父
子
家
庭
の
父
（
配
偶
者
の

い
な
い
男
性
で
、
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養

し
て
い
る
人
）
、
父
母
の
い
な
い
20
歳
未

満
の
子
、
寡
婦
（
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母

で
あ
っ
た
人
）
な
ど

貸
付
資
金
の
種
類
　
修
学
、
就
学
支
度
、

修
業
、
技
能
習
得
、
生
活
、
転
宅
、
住
宅
、

就
職
支
度
、
事
業
開
始
、
事
業
継
続
、
医

療
介
護
、
結
婚
な
ど
の
資
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

利
率
　
無
利
子

※
た
だ
し
一
部
資
金
は
有
利
子
（
年
利
１ 

％
）

返
済
方
法
　
口
座
引
き
落
と
し

※
毎
月
払
い
、
年
２
回
払
い
、
年
１
回
払

い
の
い
ず
れ
か

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

※
申
請
前
に
必
ず
相
談
が
必
要
で
す

そ
の
他

・
審
査
の
結
果
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す

・
原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
相
・
問

　
県
保

健
福
祉
事
務
所
、
前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
朝
日
町
　
☎
０
２
７
・
２
２
０ 

・
５
７
０
１
　
FAX

０
２
７
・
２
４
３
・
６

４
７
４
）
、
高
崎
市
こ
ど
も
家
庭
課
（
高

崎
市
高
松
町
　
☎
０
２
７
・
３
２
１
・
１

２
４
７
　
FAX
０
２
７・３
２
４・
１
８
４
９
）

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か

地
域
安
全
マ
ッ
プ
と
は

　
犯
罪
が
起
こ
り

や
す
い
と
い
わ
れ
る
場
所
な
ど
を
地
図
上

に
示
し
て
、注
意
喚
起
を
図
る
も
の
で
す
。

　
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
子
ど
も

が
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
の
危
険
回
避
能

力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
防
犯
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
県
で
は
地
域
安
全
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
講
師
を
派

遣
し
て
支
援
し
て
い
ま
す

内
容

　
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
説
明
、
街
歩

き
、
地
図
作
り
、
発
表
会

※
５
、
６
人
の
班
で
作
業
を
し
ま
す

※
所
要
時
間
は
お
お
む
ね
４
時
間
程
度

講
師

　
県
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

　
県
内
在
住
の
小
学
生
（
中
・
高
学

年
向
け
）

費
用
　
無
料

※
会
場
費
や
開
催
広
告
費
は
開
催
者
の
負

担
に
な
り
ま
す

申
込
期
限
　
実
施
希
望
日
の
１
カ
月
前

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（ht 

tp://www.shinsei.elg-front.jp/
gunm

a/navi/index.htm
l

）
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す

そ
の
他

・
会
場
に
は
、
班
ご
と
に
模
造
紙
を
広
げ

て
作
業
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す

・
低
学
年
向
け
の
親
子
教
室
や
大
人
向
け

の
講
習
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
県
庁
消
費

生
活
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５

６
　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
８
１
０
０
）

※
申
込
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h 

ttp://www.pref.gunm
a.jp/ 05/

c0100150.htm
l

）
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す

地域安全マップ作成例

募

　集

「
県
子
ど
も
朗
読
大
会
」
の
出

場
者

　
詩
や
小
説
、
随
筆
な
ど
、
感
動
し
た
文

学
作
品
の
朗
読
を
発
表
す
る
児
童
・
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
県
内
の
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
（
前
期
課
程
）、
特
別
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒

募
集
部
門
　
小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
〜

３
年
生
）、
小
学
生
高
学
年
の
部
（
４
〜

６
年
生
）、
中
学
生
の
部

※
選
考
に
よ
り
大
会
出
場
者
（
各
部
門
８

人
程
度
）
を
決
定
し
ま
す

応
募
期
間
　
７
月
２
日
㈪
〜
９
月
21
日
㈮

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

※
学
校
を
通
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

○
県
子
ど
も
朗
読
大
会

・
期
日
　
12
月
15
日
㈯

・
時
間

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

・
会
場
　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
文
京
町
）

・
賞
　
各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
人
、

優
秀
賞
２
人
、
奨
励
賞
５
人
　

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
入
賞
者
に

は
副
賞
を
進
呈
し
ま
す

応
募
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
県
庁
生
涯

学
習
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
６
６

２
　
FAX

０
２
７
・
２
２
４
・
８
７
８
０
）

※
応
募
用
紙
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt 

p://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/ 03/
x3800115.htm

l

）
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す

朗読を発表する出場者

試

　験

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
　
８
月
19
日
㈰

合
格
発
表
日
　
９
月
26
日
㈬

試
験
時
間

・
甲
種
（
特
類
）　
午
前
９
時
〜
11
時
45
分

・
甲
種
（
１
〜
５
類
）　
９
時
〜
午
後
０
時

15
分

・
乙
種
（
１
〜
７
類
）　
９
時
〜
10
時
45
分

試
験
会
場
　
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校

（
前
橋
市
石
関
町
）

試
験
内
容
　
消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）
第
17
条
の
８
第
２
項
に
規
定

す
る
甲
種
（
特
類
・
１
〜
５
類
）・
乙
種

（
１
〜
７
類
）
消
防
設
備
士
試
験

受
験
資
格

○
甲
種
消
防
設
備
士
試
験
は
次
の
受
験
資

　

 

お
知
ら
せ

県
民
防
犯
運
動

　
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
「
県
民
防

犯
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
や
家
族

と
の
絆
を
深
め
て
、
犯
罪
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

期
間
　
６
月
11
日
〜
20
日

運
動
重
点

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
夜
間
の
一
人
歩
き
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
し
な
が
ら
歩
く
の
は
危
険
で
す
。

人
通
り
の
あ
る
道
や
明
る
い
道
を
選
び
、

周
囲
へ
の
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
等
詐
欺
の
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す

・
犯
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
な
い
よ
う
に
、

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お

く
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

・
電
話
で
「
お
金
を
用
意
し
て
」「
キ
ャ
ッ

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
時
期
を
同
じ
く
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
が
高
崎
駅 

の
近
く
に
完
成
し
ま
す
。
ま
た
同
年
７ 

月
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、 

広
く
国
内
外
に
群
馬
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。

　
皆
様
と
一
緒
に
オ
ー
ル
群
馬
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

夏
の
ぐ
ん
ま
を
ア
ピ
ー
ル

〜
32
年
春 

群
馬
Ｄ
Ｃ
開
催
決
定
〜

　
今
年
の
「
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で 

の
３
カ
月
間
開
催
し
ま
す
。

　「
水
源
県
ぐ
ん
ま
」な
ら
で
は
の「
水
」

は
も
ち
ろ
ん
、
今
夏
に
全
線
開
通
が
予 

定
さ
れ
て
い
る
「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト 

レ
イ
ル
」
な
ど
の
「
山
」、
ま
た
ユ
ネ
ス

コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
「
上こ

う

野ず
け

三さ
ん

碑ぴ

」
や
東
国
文
化
な
ど
の
「
歴
史
」

を
切
り
口
に
、
新
し
い
魅
力
を
創
出
し
、

夏
の
群
馬
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
32
年
４
月
か
ら
６
月
に
は
９

年
ぶ
り
と
な
る
「
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）」

知
事
コ
ラ
ム

「ググっとぐんま観光宣伝推進協議会総
会」（５月１０日）で関係者と団結する大
澤正明知事（中央）


